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研究成果の概要（和文）：学習者の母語に由来する言語認知の方法は、外国語習得において正と

負の二重の役割を果たしている。この二重性のゆえに、学習者は母語との比較において外国語

を認知するというメタレベルの方略を獲得し、それが外国語の習得を促進する。 

 
研究成果の概要（英文）：In the reading acquisition of a second language (L2), the learner’s 

native language (L1) plays a supporting role, not only intervening, as a part of L2 

graphophonological skills. The strategy embedded in L1 may help the learner analyze the 

L2 structure and induce compensatory strategies that enhance the acquisition.  
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1．研究開始当時の背景 

外国語としての英語（ESL）の習得は、母

語の影響を断ち英語の知識を獲得する一方

向のプロセスであると考えられがちである。

そのため、学習者の母語は、基本的に英語の

習得に介入する負の要因として扱われる。学

習開始年齢を早めることでこの負の要因に

幾分なりとも対処できようとの思いが、わが

国の初等教育への ESL学習導入を後押しして

いる。さらに、当初限定的な目標とされてい

た英語の音に慣れるためのリスニング学習

に加えて、リーディング学習の早期開始も議

論されだした。しかし、そこでは英語のリー

ディング習得に内在している問題が、学習開

始の早期化によって従来とは異なった形で、

またより早い段階で現れる可能性について

触れられることはほとんどない。英語母語話

者の事例において明らかなように、アルファ
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ベットなどの表音文字言語のリーディング

習得には、失読や難読を含む認知的な問題が

現れやすい。特に低年齢学習者の場合では、

一般的な学習障害と混同されやすい形で現

れる。従来の ESL 学習者では、低いモティベ

ーションや英語嫌いとして扱われてきたも

のもこれに含まれる。これら ESL リーディン

グ学習に伴う問題の解決には、まず英語テキ

ストの最小構成単位である英単語の視覚的

認知についての実証的な研究による理論的

な裏づけが必要である。 

 

2．研究の目的 

本研究では、外国語習得を伴う言語認知方

法の変化を明らかにしようとした。特に、英

単語の音節より小さい（sub-syllabic）単位

での書字音韻対応の固有の規則性を、日本語

母語話者がどのような方法で捉えているか

を解明しようとした。さらに、言語習得に関

わる普遍的な知識について探ろうとした。 

日本語母語話者が英単語を音読する際の

音節下位レベルでの認知には、日本語の音節

文字(仮名文字)の影響を示す CV 分節の変換

方法が何らかの形で関っている。ESL 習熟度

の異なる日本語母語学習者の英単語音読デ

ータは、CV 分節の使用が ESL リーディング習

得過程で変化していくことを示している。こ

の CV 分節の変換方法の使用について、本研

究は 3つの観点から検討した。1)日本語母語

話者の英単語視覚認知方法は英語の習熟に

よってどのように変化するか。2）日本語母

語話者の英単語視覚認知に CV 分節はどのよ

うに関わっているか。3) CV 分節は日本語母

語話者に特有の書字音韻変換方略か。 

 

3．研究の方法 

本研究では、日本語母語話者の英単語の書

字音韻認知の特徴を、プライム（先行刺激）

呈示がある英単語音読課題を用いて調べた。

英単語の音節は基本的に C を子音、V を母音

とする C1VC2で表される。一般的な C1VC2音節

にはさらに左から右へ、C1－オンセット、V

－核、C2－コーダの書字音韻対応と同時に、

C1－オンセットと VC2－韻の下位の書字音韻

対応が含まれる。一般的な 1 音節の綴りの偽

単語（発音できるが現実には存在しない無意

味な英単語）の音読では、英語母語話者は音

節の対応関係に則って正しい発音で読むの

に対して、日本語母語話者は左から右へ

C1V/C2 のように変換し読み間違う。しかし、

実単語では英語母語話者と相似した正答率

や反応傾向を示す。 

そこで実英単語を用いた３つの実験で、日

本語母語話者の書字音韻認知における CV/C

分節方法および C/VC 分節方法の使用を促す

要因を調べた。 
 

実験 1―日本語母語話者の「良く使う英単語」

と「初めて見る英単語」の音読 

CV の分節方法の使用を、日本の中学・高等

学校の 6年間で外国語としての英語の基礎を

習得した大学生 45 名を対象に、実単語と心

内辞書への登録の有無との関係から調べた。 

単音節の英単語（CVCC または CVVC）80 個

をターゲットの刺激に用いた。このうち 40

個は一般的な英語教材では使用されない低

頻度の英単語、40 個は基本英単語として使用

される高頻度の英単語であった。それぞれの

40 個には 20 種類の異なった韻が 2 セットず

つ、80 個のターゲット全体では 4セット含ま

れるように整えられた。プライムの刺激には、

ターゲット（例、talk）の綴りの一部を#に

置き換え、1）オンセット（例、t###）、2）

CV（例、ta##）、3）韻（例、#alk）、4）コン

トロール（####）としたものを用いた。これ

らの刺激は、ターゲット 80 個が 20 個ずつ同

じプライム・ターゲットのペアで、まず低頻



 

 

度語 20 個の 2 セット、次に高頻度語 2 セッ

トの順に、セットごとに 1つのプライム条件

で参加者ごとにランダムに提示されるよう、

4 種類の刺激セットで用意された。 

参加者は 4グループに分けられ、グループ

ごとに 4つの刺激セットのいずれか 1つのタ

ーゲット 80 個を音読した。各参加者は、4 つ

のプライム条件の特定の 1 つについて１回、

80個のターゲットの特定の1つについて1回

だけ音読した。1 試行の刺激提示の順序は、

注視点 1000ms、プライムが 200ms、マスク

200ms、ターゲット 3000ms で、参加者はモニ

ターに提示されるターゲットの英単語をな

るべく早く音読した。 

条件ごとの平均正答反応時間（図 1）、誤答

も含めた反応時間（図 2）の結果は、日本語

母語話者の英単語の書字音韻変換のプロセ

スに、語彙記憶の要因である使用頻度が強く

関っていることを示すものであった。 

  

即ち、日常的に使用され記憶されている高

頻度語では、正答率はオンセット条件（CVC

の C-）や韻条件（CVC の-VC）で高く、正答

音読反応時間は韻条件で最も短かった。韻

（-VC）の書字と音韻が、素早く検索できる

状態で心内辞書に一定数登録されていたか

らであろう。但し韻の記憶は部分的であった

ために、素早い反応は多くの誤答を誘発した。

コントロール条件でのゆっくりではあるが

正答率が高い反応は、心内辞書への登録が基

本的には単語（whole word）単位でなされて

いることを示唆した。一方、ほぼ初見で音韻

の記憶がない低頻度語では、まず CV の分節

で書字音韻変換が促されるものの、CV は英単

語の基本的な綴りと音韻の関係に則ってい

ないので正しい発音を導くことができず、正

答率が最も低くなったと考えられる。 
 

実験 2―日本語母語話者と英語母語話者の

「良く使う英単語」の音読 

日本の学校教育用英語教材での使用頻度

が特に高い C1VC2 英単語を用い、英語母語話

者との比較のもとに日本語母語話者の音読

方法を検討した。実験 1とは別の日本語母語

大学生 25名と英語母語話者 11 名が参加した。 

材料には CVCC 綴りの英単語 60 個をターゲ

ットとして、CVC 英単語 20 個と CVCC 英単語

20 個、####マーク（コントロール）20 個を 3

通りのプライムとして用いた。材料にはすべ

て学校英語教育の基本英単語である高頻度

語を用いた。ターゲット 60 個は、それぞれ

異なる20個の韻を含むCVCC英単語 20個を 1

セットとする 3 セットを含み、3 つの刺激セ

ットは、それぞれ共通する韻をもちオンセッ

トのみ異なる英単語を 1 つずつ含んでいた。

プライムには CV-語頭は各ターゲットと一致

するが VC-韻が異なる CVC 英単語 20 個と、

VCC-韻が各ターゲットと一致する CVCC 英単

語 20 個を用いた。参加者は CVC プライム条

件で 20 個、CVCC プライム条件で 20 個、コン

トロール条件で 20 個の順に音読した。実験

１と同じ道具を用い、1 試行の刺激提示の順

序は、注視点 100ms、プライム 50ms、マスク

150ms、ターゲット 3000ms であった。 

どちらの母語話者グループにおいても実

験 2の結果は、CV-語頭を共有するセットを

用いた CVC プライムの反応時間が、VCC-韻を

共有する CVCC プライムのものに比べて短か

くなる傾向を示した（図 3）。 



 

 

 

この結果は、日本の学校英語教材で高頻度

に使用される英単語の音読においては、日本

語母語話者も英語母語話者もほぼ同じよう

な書字音韻変換方法を用いていることを示

唆するものである。即ち日本語母語話者でも

既習英単語の音読に、英語母語話者で指摘さ

れている二重回路（DRC）の語彙記憶に基づ

く whole word 単位での変換 (Russel & 

Coltheart, 2001)と呼ばれる方法に相当する

ものを用いている。また英語母語話者の結果

は、この whole word 変換に日本語母語話者

の場合と同様の語頭 CV 綴りが最も強く影響

した可能性を示した。 
 

実験 3―日本語母語話者と英語母語話者の 2

音節英単語の音読 

実験 2ではどちらの母語話者も C1V のプラ

イム提示でより処理が早くなった。英単語の

音節下位での核母音とその左右の子音との

分節関係に矛盾するこの結果は、英語母語話

者では、語頭の綴りの重なりがより大きいプ

ライムの効果（masked onset priming effect; 

segmental overlap effect）として、従来の

書字音韻変換理論を補足して説明されてい

る（e.g., Schiller, 2004）。実験 3 では 2

音節英単語を用いて、英語音節内の母音書字

の処理を確認した。 

実験 1、実験 2 とは別の日本語母語大学生

16 名、英語母語大学生 10 名が参加した。 

ターゲットには 72 個の 2 音節英単語を用

い、全て大文字表記で提示した。そのうち 36

個は第 1 音節が CV の（CV 英単語）、他の 36

個は CVC の音節境界（CVC 英単語）を持って

いた。それぞれの 36 個は、12 の異なるオン

セットと各オンセットで異なった英単語 3個

を含んだ（12×3×2）。プライムにはそれぞ

れのターゲットの初めの 2文字（CV）と 3文

字（CVC）以外を#で置き換えた 2条件と、全

文字を#で置き換えたコントロール条件で整

え、全て小文字表記で提示した。参加者は CV

プライム条件で 24 個、CVC プライム条件で

24 個、コントロール条件で 24 個の順で音読

した。実験１、実験 2 と同じ道具を用い、1

試行の刺激提示の順序は、注視点 100ms、プ

ライムが 50ms、マスク 150ms、ターゲット

3000ms であった。 

両母語話者の反応について、プライム条件

ごとの正答潜時を表 1 に示した。日本語母語

参加者の正答潜時は、CV 英単語と CVC 英単語

共に CVCプライム条件で小コントロール条件

では、正確さと速度の交互効果を示した。タ

ーゲット刺激の大文字表記が反応に影響し

たとの指摘があった。これは読み慣れない大

文字の綴りでは知っている単語でも直ちに

思い出せず、偽単語と同じような方法で書字

と音韻の対応関係を取りながら音読したこ

とを示唆した。 
表 1．音節構造とプライム 2条件の潜時 

 

総合的考察 

日本語母語話者の英単語の書字音韻認知

について、本研究では３つの特徴を確認した。

1）日本語母語話者は基本的には英単語の綴

りを語彙記憶に基づいて発音に対応させる。

記憶にない綴りは、限られた語彙記憶から各

自の推論によって得ている綴りと発音の書

Ms 音節構造 EL2 EL1 

CV## CV  英単語 1094.83 688.45 

  CVC 英単語 1107.51 689.73 

CVC# CV  英単語 1030.27 675.37 

  CVC 英単語 1107.01 664.32 



 

 

字音韻変換の知識を用いて読む。英語の書字

で特に音韻と不規則に対応する母音につい

ての知識は、子音の知識に比べて充分ではな

い。それゆえ、一通りの書字音韻変換後にも、

再び語彙記憶に基づいて母音書字の読み方

を整える。日本語母語話者は ESL リーディン

グに習熟するに従い、英語の書字音韻対応の

規則性に則って音読するようになり、「良く

使う英単語」では英語母語話者と同じ正確さ

を示す。しかし、正答率は上がるが反応時間

は長くなる。英語母語話者と異なるこの反応

傾向は、母語（日本語）の音節構造に関連し

た CV分節方法が影響していると考えられる。

熟練した英語母語読者における単語認知理

論である二重回路仮説（DRC）によると、使

用頻度の高い英単語では語彙記憶から綴り

をまるごと発音や意味とともに（whole word）

取り出せるので、素早く正確に読むことがで

きる。これに対し初めて見るなど使用頻度の

低い英単語では、まず語彙記憶を検索した後

に GPC などの書字音韻対応関係の知識を用い

て綴りを発音へと変換するので、反応時間は

長くなり読み間違いが増える。この二重回路

仮説に従って考えると、日本語母語話者の反

応時間が長引くのは、彼らが使用頻度の高い

英単語も書字音韻対応関係を用いて読んで

いるからであるということになる。そしてそ

の場合使用する書字音韻対応関係には、母語

日本語の音節構造に由来する CV 分節が影響

している。 

2）書字音韻対応が不規則で幾通りかの発

音が可能な英語母音書字を、単純な母音書字

音韻対応による CV 分節を用いて変換すると

読み間違う。ただし、語彙記憶が大きければ、

最終的な発音に至る過程で音韻は調整され

る。CV 分節使用の有効性は、この調整過程で

学習者自身によって評価される。さらに語彙

記憶に登録する際にも、CV 分節の使用の妥当

性が評価される。もし発音の正しさが確認さ

れるなら、CV 分節による変換が可能な綴りと

して記憶される。過去に特定の綴りにおける

母音書字音韻変換で失敗したことが記憶さ

れているなら、それに類似した綴りではその

記憶に照らして変換の調整がなされる。この

意味で、CV 分節は日本語母語話者の英単語認

知に補完的な役割を果たす。CV 分節が調整さ

れる時、音節下位の核母音書字と発音との関

係および核母音書字と左右の子音書字の関

係が語彙記憶に基づいて確認される。それゆ

え、母音の認知方法は語彙サイズの増大とと

もに変化する。 

3) 語彙記憶の中にある英単語では、語頭

の CV 綴りは調整のプロセスを経て、単語全

体の発音を正答の範囲内へと導く。本研究の

日本語母語話者では、語彙サイズの増大とと

もに、CV 分節などの中間言語的な要因は素早

く正答を導くように使用される可能性が示

された。これは英語母語話者の反応に見られ

る語頭の綴りの重なり効果に等しいもので

あろう。インド系言語、オランダ語、フラン

ス語の母語話者の研究（e.g., Uthappa, 

Shailat, & Shyamala, 2012）でもこの効果

が示されている。 
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４．研究成果 

本研究からは次のような提言が可能であ

ろう。CV 分割が日本語母語話者の ESL リーデ

ィング習得における英単語認知方略の変化

に関っているように、学習者の母語に由来す



 

 

る言語認知方略は、外国語習得に必ず伴う中

間言語的な要因として、正と負の二重の役割

を果たしている。この二重性のゆえに、学習

者は母語との比較において外国語を認知す

るメタレベルの方法を獲得し、それが外国語

の習得を促進する。このメタレベルの知識は、

例えば英語の書記素音素対応関係（GPC）を

規則として覚えさせるフォニックスなどの

訓練法では獲得されない。特に、母語日本語

におけるものとは全く異なる音韻対応を持

つ英語母音書字では、GPC の規則性のみでの

音韻変換は誤った発音を恒常化させる恐れ

がある。また子音書字については、例えば th

や ph など特定の書記素を除き、日本語話者

も英語母語話者もほぼ類似した音素感覚

（phonetic awareness）を持っていることが

確認されている。 

音読リーディング経験を通して綴り･発

音･意味の語彙記憶は増大する。この語彙記

憶の知識による推論的思考が、様々な言語の

習得を可能にする。外国語習得を通してメタ

レベルの言語知識の獲得が促される。 
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